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令和元年６月 

第４回清水町議会定例会一般質問事項 
 

質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

５ 鈴 木 孝 寿 １ 社会福祉協議会のデイサービス事業廃止に伴う今

後の福祉事業の在り方について 

 
 社会福祉協議会が運営していたデイサービス事業が、廃止され

る方向で検討されているとのことだが、今後の町が考える町民福

祉の方向性について伺う。 

また、社会福祉協議会でこれまで長年行ってきた介護事業の行

き詰まりの結果が廃止となっているが、その根本原因について運

営の社会的責務を負う町としての見解を伺う。 

 

 

２ 十勝清水駅の高齢者の利用を見越した改修への考

えについて 
  

 清水高校バスを利用した帯広等への交通移動は、利用者数は決

して多くはないが、その運行を歓迎する方もいると考える。しか

しながら時間的な制限から、なお、ＪＲ利用を望む方は多い。 

 今後、免許の返納を含め公共交通機関の役割は重要になるが、

駅のエレベーター設置を含め、より駅の利便性を高める必要性が

迫っていると考えるが、現状、町が描く将来像を伺う。 

 

 

３ 清水町ピンクシャツデーの制定について 
 

あってはならない職場や学校内の「いじめ」を、絶対にこの町

から無くすために、意識の変革や移り変わる世の中の現状と常識

を改めて知る必要があると考える。 

未来を見据えて町政やまちづくりを考える上で、反省すべきは

反省して、改めて社会倫理を考える機会として制定すべきと思う

が、町長の考えを伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

１ 深 沼 達 生 １ 農村でのインターネット事情について 

 

 清水や御影の市街地には光回線が通っているが、農村地域では

エリア外となっている。ポケットＷｉ-Ｆｉを設置して対応してい

る人もいるが、「とても不便だ」との声を多く聞く。 

農業も自分で生産から加工、販売まで出来る世の中になりつつ

ある中で、情報を取り入れる手段としてインターネットを活用す

ることは、新たなビジネス展開につなげる上で必要不可欠になる

と思うが、町としての考えを伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

３ 山 下 清 美 １ 道の駅について 

 

 道内には数多くの道の駅が設置されており、管内にも多くの観

光客が訪れる道の駅がある。本町は２本の国道が交差し、高速道

路のインターチェンジもあり、道の駅を設置すれば交流人口増加

が見込める施設になると思う。 

 また、第５期総合計画の第４編の第５章「地域の資源を活かし

た観光産業の創出」の現状と課題に「国道274号、38号や道道な

どが通過するとともに、道東自動車道の道央圏との接続など、地

理的条件に恵まれながら、本町にとどめることが出来ず、目的地

となる食や観光地としての確立とともに、効果的な情報発信が求

められています。」とある。 

 そこで、次の３点について伺う。 

 

（1）管内の道の駅の交流人口がもたらすその町への経済への波及

効果をどのように捉えているか。 

 

（2）本町に道の駅を設置した場合の交流人口及び波及効果は。 

 

（3）本町に道の駅を設置する考えは。 

 

 

２ 児童虐待防止について 

 

 平成12年に児童虐待防止法が施行され、本年、親による体罰禁

止が法制化された。 

 町としても、各課が連携をして注意を払っていることと思う。

そこで、次の２点について伺う。 

 

(1)第５期総合計画で、支援体制の整備として、「児童委員や地

域と協力し、児童虐待・育児放棄の防止と早期発見に努める

とともに、関係機関と連携し、問題の解決を図ります。」とあ

るが、今までに、心配な状況をキャッチし、関係機関が連携

して対応したケースはどの程度あるか。 

 

(2)同じく、「地域ぐるみの支援」とあるが、支援をした事例は

あるか。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

７ 佐 藤 幸 一 １ 民法の改正に伴う公営住宅の対応について 

 

2017年５月に民法の一部を改正する法律が成立し、2020年４月

１日に施行となる。 

そこで、公営住宅に関してその対応について伺う。 

 

(1)公営住宅の原状回復義務の範囲から経年劣化部分が除かれ

ることになる。改正民法施行前の入居者と改正民法施行後の

公営住宅入居者の対応はどうなるのか伺う。 

 

(2)改正民法では、個人を保証人として根保証契約を締結する場

合、保証の限度額を定めなければ効力が生じないこととなっ

た。公営住宅のこれまでの連帯保証人及び新規の連帯保証人

についての対応について伺う。 

 

 

２ 道路標識の劣化に伴う対応について 
 

 道路標識のうち、規制標識が劣化により見づらくなっている箇

所がある。交通事故防止の観点から、取り替えなどの対策を関係

機関と協議してはどうか。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

４ 中河つる子 １ ごみ処理の変更に伴う問題点は 

  
４月から十勝圏複合事務組合に加入し、ごみ処理を帯広市にあ

る「くりりんセンター」にて共同処理をするため、従来の分別方

法や搬入方法の一部が変更となった。燃やせないごみの中にプラ

スチック製品の「プラ」マークのないもの、汚れが落ちないもの

も入るようになったが、次の点について伺う。 

 

 

(1)２か月が経過したが、問題点はあるか。 

 

(2)「プラごみ」と「燃やせないごみ」の増減はいかがか。 

 

(3)プラごみは、食料品の包装の部分が多いが、これは個人の努

力だけでは減らせない部分が多い。スーパーやコンビニなど、

販売する店へ減量の協力を依頼することも必要と考えるが、

そういう働きかけはしているのか。 

 

(4)最近のニュースで「プラごみは中国で引き取らない」と報じ

られていたが、本町のプラごみの処理に影響は出てくるのか。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

２ 川 上  均 １ 会計年度任用職員制度の導入と今後の対応につい

て 

 

 2020年４月より、地方公務員法・地方自治法改正に伴う新たな

制度として、会計年度任用職員制度が導入され、公務運営のあり

方そのものを変質させる危険性があるが、制度導入の考え方と今

後の対応について伺う。 

  

（1）教育委員会も含めた本町における臨時・非常勤職員等の職種、

職種別の総体の人数、各学校配置の道費負担職員を含めた職

域別の配置数及び正職員との配置割合について伺う。 

 

（2）会計年度任用職員制度の導入に伴う町の基本的考え方と、今

後の導入に向けたスケジュールについて伺う。 

 

（3）臨時職員の多くが不安を抱えている雇い止めの解消と雇用の

継続の保障、年齢や男女差別のない平等原則の整備について

伺う。 

 

２ 労務職員の高齢化に伴う今後の行政運営の取り組

みについて 
 

現在、町の道路維持、公園管理、そして町営牧場で働く臨時職

員の担い手がいなく、高齢化が進み、併せてこれらを管理する現

場正職員である労務職員も４名しかいない。このままでは、今後

数年でこれらの職場から公務の担い手がいなくなり、行政サービ

スの維持・継続が困難になると予測されるが、今後のこれらの行

政運営の進め方について伺う。 

 

(1)現業職場の機械や重機の運転には最低３年以上の経験を要

し、事業の継続を考えた場合、担当者の退職前に補充が必要

だが、町長の現状認識を伺う。 

 

(2)長期的に考えたとき、民間会社は人手不足で労務職員が集ま

らないと聞くなかで、安定的な行政サービスを維持・継続す

るためには、直営を基本に行政が責任を持って運営すべきと

考えるが、町長の考えを伺う。 
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質 問 者 
質 問 事 項 

議 席 氏 名 

  (3)正職員の労務職員が不補充となっているが、直営・委託等で

行うにも、現場を知り、的確に指示・命令が出来る正職員は

必要不可欠と考える。また、当面は退職にあたり再任用で対

応すべきと考えるが、町長の考えを伺う。 

 

 

 


